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要旨 

 超高速船は日本において離島振興を支える重要な交通機関であるが、鯨類との衝突が問題となっている。

鯨類との衝突を回避するためには、鯨類の出現状況を把握することが必要不可欠である。 

日本沿岸域における超高速船航路上の鯨類の出現状況を分析したところ、海域ごとに出現鯨種・出現時期

が異なり、海域によっては近年出現位置が従来の位置から変化した種や、出現数が急増している種があるこ

とが分かった。今後は超高速船就航海域以外の海域においても出現状況を明らかにすることが期待される。 

キーワード：交通、超高速船、クジラ、衝突回避 

 

1. はじめに 

 ジェットフォイル

（以下 JF）は最高速度

45 ノットで航走する超

高速船であり、その高

速性と快適性により

離島振興を支えてい

る(1)。しかし、この JFと鯨類や漂流物との衝突が問

題となっている。 

東京海洋大学鯨類学研究室では造船会社、船舶メ

ンテナンス会社と運航会社の協力の下、2007年より

「鯨類超高速船衝突回避研究プロジェクト」として、

JF 搭載の水中音響発生装置（以下、UWS: Under Water 

Speaker）の改良に向けた研究を行ってきた。UWSと

は、4 種類の異なる周波数の音波を前方に向けて発

信し、船舶の存在を鯨類に認知させることで忌避効

果を狙ったものである。しかし、鯨類の聴覚特性は

種毎に異なることが知られており(2)、鯨種によって

は UWS の発信周波数が可聴範囲外である可能性が示

唆されている(3)。そのため、各海域の出現鯨類ごと

に UWSを対応させる必要があった。そこで社方(4)は、

各海域における出現鯨種の情報収集を行うため、情

報収集方法の改良を行った。これを踏まえ、加賀美

(5)は、各海域における航路上出現鯨種の分析を行っ

たが、一部の海域においてはデータが不十分であっ

た。 

また、旅客船の安全運航のためには、運航者側から

の鯨類回避対策も不可欠である。その解決策として、

赤外線熱画像による鯨類早期発見システムの構築が

試みられている。しかし、熱画像からの鯨類検出の

際には水温などの海況が影響すると考えられ(5)、鯨

類出現時の海洋環境を分析することが不可欠であっ

た。 

そこで、本研究では未分析海域における出現鯨種

の把握と、海洋環境と鯨類出現傾向の関係を明らか

にすることを目的とした。 

 

2. 材料・方法 

本研究では、先

行研究に準拠し

JF が就航してい

る 4 つの海域を

対象海域とし、そ

れぞれ北九州海

域（釜山航路、壱

岐航路、対馬航

路）、鹿児島海域、

伊豆大島海域（大
図 2 調査海域 

図 1 翼走状態の JF 
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島航路、熱海航路）、佐渡海域とした（図 2）。各海

域における JF運航会社より就航船データ（鯨類発見

記録）を借用し、出現鯨種の把握、出現傾向分析を

行った。 

 

3. 結果・考察 

3.1 北九州海域 

北九州海域は、博多―釜山を結ぶ航路を釜山航路、

博多―壱岐を結ぶ航路を壱岐航路、壱岐―対馬を結

ぶ航路を対馬航路とした海域である（図 3）。 

先行研究において未分析であった本海域では、ミ

ンククジラ、ニタリクジラ、マッコウクジラ、ナガ

スクジラと思われる鯨類が発見され、100m以深、対

馬近辺での出現が多かった。特に釜山航路ではミン

ククジラの出現数が多く、13℃～15℃の水温帯に多

く出現した。同水温帯においては鯨種不明の大型鯨

類が多数出現しているため、この種不明の大型鯨類

はミンククジラである可能性が高いものと考えられ

る。 

 

3.2 鹿児島海域 

鹿児島海域は、鹿児島・種子島・屋久島を結ぶ航

路をその海域とした（図 4）。 

本海域では、2～4,12 月の冬季に鯨類が多く出現

し、出現時の水温は 18～20℃程度であった。もっと

もよく見られたのはザトウクジラで、本種は繁殖を

目的として冬季に南西諸島に来遊し、明瞭な季節回

遊を行うことがわかっている(6)。小笠原の父島近海

では 12 月中旬

頃～5 月下旬に

かけて本種が

見られ、出産の

最盛期は北半

球では 1月であ

る (6)ことから、

冬季が最警戒

時期であると

考えられる。ま

た、本種の 2月

における出現

はないものの、

2 月での発見で

は種同定に至ったものがないため、2 月の本種出現

の可能性は十分にあると思われる。発見された位置

を見ると、屋久島、種子島の沿岸域に加え、佐多岬

沖でも発見された。いずれも水深 200m 未満の浅い海

域であり、加賀美(5)において指摘された、本種が繁

殖海域において沿岸の浅海を好む(6)ことに 関連性

があることが明確となったと考えられる。 

 

3.3 伊豆大島海域 

伊豆大島海域は、伊豆大島北端の 34-41’N以北（東

京湾を除く）とし、139-20’E より東を大島航路、

以西を熱海航路とした（図 5）。 

本海域では、これまでツチクジラの出現は夏期の

みであると考えられてきたが、新たに 1～3,10 月に

も出現することが分かり、また熱海航路においても

図 3 北九州海域 

図 4 鹿児島海域 

図 5 伊豆大島海域 
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同種が頻出した。同海域において、マッコウクジラ

は一年中見られたが、1～3月が出現のピークであり、

近年出現数が急増していることが分かった（図 6）。 

 

3.4 佐渡海域 

佐渡海域におけるポイント（pt.）位置は運航会社

にならい、新潟港出航後（37-58.97’N, 139-04.72’

E）を 1pt.、両津湾港の姫崎沖（38-06.73’N, 138-34.5’

E）を 5Pt.とする位置単位で示した。なお、1pt.は

6.2nmi.2 間隔とする（図 7）。 

本海域では、ミンククジラとツチクジラの 2 種が

発見された。ミンククジラは 3～5月の出現がほとん

どであり、警戒時期は春であると考えられるが、2008

年においては 10 月、11 月にも出現していることか

ら、引き続き情報収集が必要であると考えられる。

ツチクジラは 3 月に 1 群、7 月に 2 群発見された。

本種は夏期の日本海側において、北緯 36度以北

で見られる(7)ことがわかっているため、夏期の

警戒はすべきであると考えられるが、冬季にお

いても出現の可能性はあるため引き続き情報を

収集する必要があることが伺えた。 

 

4. 今後の課題 

今後の課題として、正確な鯨類出現位置が把握さ

れていない北九州海域壱岐航路と佐渡海域における、

緯度経度による解析が必要であることが挙げられる。

また、ナガスクジラ科鯨類の出現する海域において

は、各種の形態が酷似しており船上からの同定が非

常に困難なため、先行研究において行われていた HD

カメラを搭載しての解析が必要であるものと考えら

れる。また、JF乗組員の同定精度を向上させるため、

同定率の低い海域においては引き続き目視講習会を

行うことで改善を図る必要がある。 

本研究における調査海域は JF 就航海域のみであ

った。しかし、近年ヨットと鯨類との衝突も問題と

なっているため、今後は JF 就航海域のみならず、日

本沿岸域全体における鯨類の出現海域及び出現時期

や出現鯨種についても明らかにし、船舶の運航やマ

リンレジャーと、鯨類との共存を図っていく必要が

ある。 
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